
 

 

 

 

H27.9 岩沼市自立支援協議会 

 

 7 月 22 日(水)に続き、2 回目のｉカフェを開催しました。  

 今回は１６名の方に参加いただき、３つのテーマに分かれて 

「岩沼市にこういうものがあると良い、必要なのではないか」 

と思うものを意見交換しました。 

 みなさんの意見の中から岩沼市障害児者自立支援協議会 相談支援部会主催「ｉプロジェクト」とし

て取り組んでいくものを決めて、次回 9 月 30 日(水)から取り組みを始めていきます。 

 

✿8月 25日に出た意見を一部まとめてご紹介します。 

Ａ．「地域づくりの推進」    Ｂ．「切れ目のないライフサポート体制」  

                                                   

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

iプロジェクトでは、障害児者のより住

みやすいまちづくりのために必要な方

策を具体的に検討していきます。 

 

Ａ  

☆福祉情報や得意分野のマップを

作る。 

☆様々な施設間で職員も利用者も

交換体験利用ができると「知る」「つ

ながり」ができる。 

☆障害者の余暇支援、スポーツサ

ークルが欲しい。 

☆商工会とつながりを作る。 

☆定期的に市民とｉカフェ。 

 iプロジェクト news 

～次回のご案内～日時： 9月 30日（水）18:00～ 岩沼市役所 

内容： 『思いを形に！障害者支援を考えよう』 

            持ち物： ご自分のお飲物、お菓子 4個 

【申し込み】 

次回から２グループ(テーマＡ・ＢグループとＣグループ)に分かれて取り組みます。別紙申込

書に所属・氏名・希望グループを記入の上、岩沼市役所社会福祉課へファックスにてお申込み

ください。 

Ｃ．「事業所内の課題の共有・検討」 
～我々支援者がもっとイキイキと働くためには～ 

Vol．2  

                Ｂ  

   ☆地域の障害理解が大切 

  ☆家族支援が大切(親支援な

ど) 

☆相談場所の確保 

☆現状の「切れ目」の把握と整理 

☆学習の場作り(支援者、当事者、

親など) 

☆ひきこもり・不登校支援 

  ☆連携できる環境作り 

Ｃ  

☆分野ごとの情報交換の場があ

ると良い。 

☆成功体験を語り合う場があると

良い。 

☆支援者研修(グループホームの

世話人、事業所見学新人ツアーで

市内の福祉を知り、同期を作る 

等) 


